
編　集　後　記

昨今は教育労働者の世界においても「働き方改革」が迫られている。それは労働者の肉体的・

精神的な健康維持・回復を目的としているのはもちろんのこと、それによる生産性維持・向上

という副次的効果をも期待されている。

ところで講義において課題を出した際、学生からつぎのようなクレームがあった。「昨日は

１日に４限、今日は１日に３限、それぞれ講義があり、うち５つで課題が出された。これ全て

やるのシンドイから、先生、ちょっと量、減らして。」

意図してかは不明だが、このクレームは、部分最適が必ずしも全体最適ではないことを示唆

している。

昨今、本誌への投稿本数は低位安定している。例えばその背景が、部分最適（学内業務の多

量化）による業務量拡大の帰結としての全体不最適であるならば、全体最適への阻害要因は除

去されねばなるまい。
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